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飯塚園長ごあいさつ

8 月 の ゆ り か ご ギ ャ ラ リ ー で は 、 嚥 下 食 外 食 体 験 会 の 様 子 を 展 示 さ せ て

いただきます。

皆で外食し笑顔も多く見られ、料理は、見た目だけだと普通食と変わら

ない、美味しい嚥下食となっています。メニューの写真も展示しているの

で注目して見てください。また、ゆりかご園で行われる夏祭りの様子を 8

月後半から展示させて頂きます。

ゆりかご園へ来る前は、同法人の知的障害のある成人の方の入所施設で勤務していました。

入 所 施 設 で す の で 、 そ こ が 利 用 者 さ ん の 「 家 」 で す 。 仕 事 内 容

と し て は 生 活 全 般 の 介 助 、 障 害 特 性 に 合 わ せ た 支 援 を 行 っ て い ま

し た 。 利 用 者 さ ん が 安 心 し て 暮 ら す こ と が 出 来 、 日 々 の 生 活 の 中

に 楽 し み を 見 つ け 出 す こ と が で き る よ う に 、 と い う 事 を 心 が け て

働 い て い ま し た 。 保 育 の 現 場 に 異 動 す る こ と に な っ た 時 は 、 全 く

初 め て の 仕 事 で す の で 自 分 に で き る の か 、 と て も 不 安 な 気 持 ち で

い っ ぱ い で し た 。 ゆ り か ご 園 に 来 て 半 年 ほ ど が 経 ち ま し た が 、 今

も分からないことがあったり、不安や緊張もたくさんあります。

で も 登 園 さ れ る お 子 様 の 笑 顔 や 1 つ 1 つ 「 で き た 」 を 積 み 重 ね て

成長されている姿にパワーをもらいながら働けています。

ま た 保 護 者 の 方 も 一 緒 に 登 園 さ れ る の で 、 保 護 者 の 方 と も と て も 関 わ り が 深 く な る 職 場 だ な と 感

じ て い ま す 。 他 愛 の な い 会 話 か ら お 子 様 に つ い て の 色 々 な お 話 を さ せ て い た だ い て 、 楽 し く 、 そ し

て お 子 様 の 成 長 を 一 緒 に 見 守 る こ と が で き て 嬉 し く 思 っ て い ま す 。 以 前 の 職 場 と 全 く 違 う と 思 っ て

い ま し た が 、「 安 心 し て 楽 し く 過 せ る 環 境 を 作 る 」 と い う と こ ろ は ゆ り か ご 園 で 働 く う え で も 大 切 に

し た い と 考 え て い ま す 。 そ の 環 境 が 整 っ て こ そ 支 援 が 活 き て く る の で は な い か と 思 い ま す 。 私 自 身

も楽しみながら日々の支援を行っていきたいなと思っています。

本当に異常な暑さのこの夏ですが、皆様お元気にお過ごしです

か？

私が、プライベートで行っている「カンボジアの障害のある子

ども支援」では世界遺産「アンコールワット遺跡」があるシェム

リアップ州で活動をしています。

10 年間、毎年カンボジアへ行って活動をしていますが、いつも

日本より暑いと感じていましたが、今回、現地スタッフに気温を

尋ねると「32 度です」と帰ってきました。日本は、40 度近い日も

あるので、本当に驚いてしまいました。

　まさかのカンボジア越え！！

　今回は、ゆりかご園の園庭美化担当職員には、空調ベストを支給

する等、熱中症に気を付けてほしいと思います。

こども達がプール遊びや水遊びを思いっきり楽しんでいるのが、

何よりの救いです。

新たな指導員さんをご紹介♪ ～お子様の成長する姿にパワーをもらっています～

明石市立ゆりかご園「ゆりかごギャラリー」からのお知らせ！

今年度も NPO 法人和太鼓教育研究所、通称『どんど鼓 ( こ )

学舎』さまを月１回程度お迎えし、セッションをしていただく

ことになりました。5 月に行ったときには、プロの演奏をじっ

と聴くお子様がいたり、和太鼓の大きな音にびっくりするお子

様がいたり。そして、先日行った際には、クラスごとに順番に

たたいて盛り上がったり、和太鼓をたたいたあとの面の振動を

気に入ったお子様もいました。幼い頃から「本物」に触れ、音

楽や楽器に親しむことをねらいに、これからもそれぞれに和太

鼓演奏を楽しんでいってほしいと思っています。（向井）

『どんど鼓学舎』さまによる太鼓体験 ～「本物」に触れ合う体験～

カナリヤ教室はダウン症に特化した教室

として令和 4 年 10 月より開始しました。令

和 6 年度は 10 名の方が登録し、月 2 回の教

室に毎回 5 名ほど参加していただいていま

す。教室の内容としては、「口の体操」「足

裏マッサージ」「全身を使う運動遊び」「音

楽あそび」「自立課題」など、ダウン症のお

子様の特性に合わせた活動を理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士、保育士が連携し

て実施しています。月 2 回の実施ではあり

ますが、活動を継続していくことで、お子

様の姿もそれぞれに変化してきています。

　例えば、4 月から始めた「音のまねっこ」

という活動、これはイラストや保育士の表情、発声を見て聞いてまねる活動ですが、最初は、イラストや保育

士の顔を見るだけだったお子様が、繰り返しおこなってきたことで、声を出したり、身振りをまねたりといっ

た姿が見られるようになっています。また、何をするのか見通しが持てることで、活動を期待する様子も見ら

れています。どの保護者、お子様も教室を毎回楽しみに参加してくだっているので、今後も多職種で連携し、

活動内容の工夫をしながら、お子様も保護者も笑顔になれる教室を実施していきたいと思います。（山本貴世）

ダウン症に特化したカナリヤ教室 ～お子様や保護者の方が笑顔になる教室～
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カンボジアの小学校で
運動会の説明をする飯塚園長

運動会での集合写真

集中して自立課題に取り組むお子様

太鼓に触れ合い「本物」体験をするお子様

法人内の入所施設から異動してきた塩野さん


